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児童数 全校生５０名

１年６人、２年12人、３年２人、４年12人、５年11人、６年７人

家庭的な学校
素直な児童が多い 学年を超えて仲がいい
大人（地域含め）からの見守られ感 安心感

本
校
教
育
方
針

①

現
状
と
特
色

特色① 児童数が少ない学校

・PC活用率は市内１番。

特色② 「地域の学校」
地域との密接なつながり
応援団（見守り・環境美化）

「精一杯活動」…大人の背中

「ふるさと教育」…体験活動

農業体験 城山登山等

⇒ 少人数を強味に

⇒地域資源の積極活用

（継続） ②



本
校
教
育
方
針
②

現
状
と
課
題

少人数の影響（人間関係固定化、自分の価値観、しんどさ）
きずつきやすい 自己解決が…

関係性における不安感
(競い合おう 自信をもって たくましく）

学校（みんなの場）でこそ
踏ん張ろう、
挑戦しよう、
役割を果たそう等々の
「向上心」「強い心」の醸成は課題

今年度スクールプラン⇒「少人数を活かす」「強い心」がキーワード

③



地域体徳知

本
校
教
育
方
針
③
ス
ク
ー
ル
プ
ラ
ン

思考力、判断力、表現力の育成 ～少人数を活かす授業の創造～

④



知

思考力、判断力、表現力の育成

複式学級を視野に、少人数集団における効果的
な授業づくり

複式学級を視野にカリキュラム、指導方法・指導

体制（チーム体制）の構築に向けた研修と実践

・全職員がかかわって検証し研修する

・研究成果をリーフレットで配布

少人数を活かす授業の創造
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徳

思考力、判断力、表現力の育成

心の教育の充実

豊かな人間関係づくりと
体験活動（異学年・ユニット交流）

少人数で課題となる人間関係づくりを促すため

に異学年交流やユニット交流を積極的に推進

・複式学級を視野に異学年授業の充実

・志方西小との授業交流

の推進

⑥



体 健康と安全・強い心

強い心の育成「目標」「協力」「役割を果たす」

自覚を育み達成感が味わえる特別活動の推進

・「立場が人を育てる」のもと、役割を

担い、果たすことで自信とたくましい心を育む。

・少人数だからこそ、一人

ひとりにスポットが当たる

機会をつくる

⑦



地域 精一杯活動

ふるさと体験学習

⑧
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学
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見
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た
体
制
づ
く
り

①
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複
式
学
級
を
見
据
え
た
体
制
づ
く
り

②

①学年合同の授業の実施 昨年度：体育（１・２年）（５・６年）

継続
３・４年…道徳（3年教室で)・体育・図工、

音楽・総合的な学習（１/２は一緒にする）

外国語活動(一緒にすることもある)

２・３年…学活（時には一緒にする）

※給食を一緒に食べる(週に〇回)

１・２・３年…図書

3年生の2人の集団保障
複式学級を見据えての指導体制・教育課程のあり方探る

⑩



複
式
学
級
を
見
据
え
た
体
制
づ
く
り

③

②教科担任色を強める （主に3年生以上で）

A教師 ５・6年 算数・理科

B教師 ３・４・５・６年 外国語の授業

C教師 3年算数・理科、4年理科

D教師 ３・４・５・６年 社会

※他にも芸術教科、合同授業等で教科担任あり（全学年で）

3年生の2人の集団保障
複式学級を見据えての指導体制・教育課程のあり方探る

⑪



複
式
学
級
を
見
据
え
た
体
制
づ
く
り

④

①学年合同の授業の実施 ②教科担任色を強める

3年生の2人にとっての集団保障
複式学級を見据えての指導体制・教育課程のあり方探る

・多様な考えにふれ、学びを深める

・上級生へのあこがれ、下級生のお手本になる

・3・4年道徳を「4年」シフト 次年度3・4年は「3年」シフト

（次年度の複式学級を見据え 2ヶ年をひと区切りで）

・その教科を得意とする教師から学ぶことができる

・いろんな教師との関係ができる(困ったときには頼れる)

児童から見て

⑫



複
式
学
級
を
見
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え
た
体
制
づ
く
り

⑤

①学年合同の授業の実施 ②教科担任色を強める

3年生の2人にとっての集団保障
複式学級を見据えての指導体制・教育課程のあり方探る

・チーム制（教員）で子どもを見ていくことができる
より多様な目で ５０人を総力戦で 児童の安心感に
たくさんの人格（教師）にふれることができる
複式になればチーム担任制も

・指導におけるタテの系統性をつかむ⇒教育課程の編成
複式学級が２つになる（２年先）
⇒ 主要教科の異学年同一教室（教師一人で指導も）

学校として 少人数を活かす強味に

⑬
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高学年専科の
時数を回す

複式学級 学習形態のパターン例

仮に4・5年生の場合（変則組み合わせ⇔順則は1.2、3.4、5.6）

A：4年と5年が一緒に勉強をする 体育・図工・音楽・学活・

B：4年と5年が別々に勉強する 算数・国語・理科・社会
複式が１つなら学校のやりくりで可能

C：4年生が3年生と合同でする 総合的な学習 外国語活動 道徳

D：５年生が６年生と合同でする 外国語科・総合的な学習

基本、担任は1人だが、やりくりでチーム担任も可能
（教員数は減るので厳しい面がある。 あくまでも複式学級が1つの場合。）

高学年専科の時間を複式クラスに

⑭



最
後
に

連
絡
等

・「少人数を活かす」視点を大切に
授業 （合同集団で 教科担任 いろんな教員との関係）
特別活動で 一人ひとりにスポットがあたる学校
５０人を教師総力戦で見ていく学校に（チーム制）

・「強い心」の育成を
⇒ 「チャレンジ・チャンス・チェンジ」 （今年度のテーマ）
学校だからこそ「自分を磨こう」「向上心」

・学校行事のあり方について 持続可能なかたちに（教師数減少）

学習発表会 ⇒ 今年度は「音楽発表会」に

※学習発表系については２月参観日に

・２０２６年（来年度）は１１月に創立１５０周年記念式典予定

式典で児童の発信（学校の歴史・地域）及び歌唱あり

・個人情報管理 ：教室での個人発表ではご家族のみの撮影を ⑮



「志方東小学校は子どもと
ともに全力で進みます。」 ⑯


